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ーー ニン ンジ ニニ ニニ スク 押 本 還 ア ニニ ニニ ニニ : 還 還 還 還 還 還 還 誤 ーー ニニ ニニ ニニ ニニ ここ ここ こ 、 
ーーーーーーーーーーー デ ーーーー ーーーーーーー 一 選 様 輸 圭 講 計 に ーー ee 


ググ ケア ケア ダグ ダ アダ メ すう 2 ナコ ナナ 2 2 すす 』 す 5 3 gk ik li 
rr op omop ィ mm デ ーーーーーーーーーーーーーー 


人 工 知 能 が 家庭 に 人 2 る 日 。 


最 先端 の コン ピュ ー タ ・ テ クノ ロジ ー、 人 工 知能 (Al) を 搭載 し た 初め て の CAI。 
SEGA AI COMPUTER。 
遠い 未来 の こと だ と 思っ て いた こと が 突然 目 の 前 に 現われ る こと が 
り ま す 。 あ な た だ の 個性 や 能力 を 知り 尽く し 、 納 得 の いく まで あな た だ の 
相手 に な っ て 《 れ る ベテラン の 先生 が 、 い つも 
に いて くれ だ ら …。 そん な 願 い を 実現 し た 
の が 人工 知能 を 搭載 し た も ガ AI コン ピュ SEGA 
ー タ で た 入 が 教え る 教育 環境 これ を い _ 草 | 
か に コン ピュ ー タ に よっ て 効率 よく シ Al 学 省 トラ イア ング ル 
ステ ム 化 する か 。 私 た ち は 、 セ ガ AI コ ンピュータ に よっ セカ Al コン ピュ ー タ の 教育 
て 、 こ の 課題 に 応 を る こと が で きた だ と 考え ます 。 ひ DCATC は 、 欄 夫 生 計 介 に 
人 うう av 、 合わ せ て 指導 才 る こと に よっ 
と り ひ と り に 合わ せ た マン ・ ツ ー・ マ ン 学 習 。 コ ン て ひと り ひ と り 5 の 能力 を 向上 
ピュ ー タ と の 自由 な 対話 の や り と り で 納得 の きせ る こと を 目的 と する コン 
> に 直 I 1 ン 学 汗 シ ス 
いく まで 学 汗 で きる 双 方 向 型 の 知 的 CAI。 遇 重 敵 
わか る か ら お も し ろ い 。 お も し ろ い か ら や 
る 気 が 出る 。 だ れ も が 待ち 望ん で いた 
この AT コン ピュ ー タ に よっ て 、 私 たち 
セガ は 、 い ま 、 知 的 情操 産業 へ 、 
き な 一 歩 を 踏み 出し まし た 。 
※1 人 工 知能 (Al= ニ Artificial Intelligence) を 組み 
込ん だ コン ピュ ー タ 。 論 理 演算 プラ ス 知 識 の 適用 に よる 
推論 に よっ て 処理 対象 を 理解 し ます 。 
※2 CAI(Computer Assisted Instruction) 
イン スト ラク ター に よる 教育 を 、 コ ンピュータ に よっ 


て 置き 換え だ も の 。 い わ ゆ る 個人 の 能力 の 向上 
に 重点 を も な いた だ た コ ンピュータ 学習 シス テム 。 


16 ビ ッ ト CPU 搭載 

AI 機能 を 実用 レベ ル で 稼動 きせ 
る た だ ため に 大 型 パ ソコ ン 用 16 ビ ッ ト C 
PU を 搭載 。 


完全 な コン ピュ ー タ ・ 

コン トロ ー ル に よる 高速 カセ モット 
(9600BPS) 搭載 

対話 に 必要 な 音声 と 、 あら か じゅ め プ " 
ログ ラム され て いる 豊富 な 情報 の 中 
か ら 、 必 要 な も の を 瞬時 に 呼び 出す 
高速 カモ エット を 搭載 。 テ ー プ ァ ソフト 
で も ほとん と 待ち 時 間 が あり ませ ん 。 


@ タッ チタ プ ブレット 方 式 採用 

入出 力 に タッ チタ プ ブレット 方 式 を 採 
用 。 し か も 、 各 コー スウ ェ ア に は その 
カリ キュ ラム に 合っ だ パター ン が 印 
刷る れ た シー ト (オー バー レイ シー ト ) 
を 用 意 、 指 先 ひ と つ で 入力 で きま す 。 


借 本 格 的 キー ボー ド 
( 新 JIS 配 列 ) 

操作 性 に 優れ た 使い や すい キー 
※ー ド ( 新 JIS 配 列 )。 


四 中 面 入力 

月 1 ェ 導 ニニ メ | 0 ー 。 マウ ス 方 式 に 近い 方 法 で の 画面 入 
拭 = | 力も 可能 。 

午 高 解像度 LSI 採用 
鮮明 な 画像 を 実現 する 高 解像度 
SI を 採用 。 美 し い グ ラフ ィ ッ ク 画 面 
を 実現 し て いま す 。 
縛 多彩 な メデ イ 
ユー スウ ェ ア は 、 52 
より ROM カー ド 、 フロ ッ ピ ー テ デイ スク 
(オプ ショ ン ) も 使え ます 。 


回 軒 時 2 


NN 


RF . 3 


イン スト ラク ター (先生 ) に 
th0H よる グレ ー プ 指導 と 違い 、 
| CAI の 目的 は 、 言 うま で 
も な く 〈「 個 人 対応 型 の 指 

に あり ます 。 学 校 の “一 斉 授業 "と は 異な る 、 
生徒 ひりひり ひと り の 理解 力 や 進度 に 合わ せ た マ 
ン ・ ツ ー・ マ ン の 家庭 内 学習 。 こ れ を より キメ 細か 
な シス テム で 実現 し た の が 、 セ が AT コン ピュ ー 
タ で す 。 時 間 に 制 約 さ れず 、 自分 が 納得 いま 
で 、 自 分 の ペー ス を コン ピュ ー タ が 考え て くれ る 
学習 。 知 る 障 覚え る 隊 慣れ る 基本 が 身 に つ 
く 隊 応用 が きく 除 み ず か ら 6 乗り込む (工夫 する )。 
この プロ セス を 繰り 返す こと に よっ て 、 学 習 者 
の 間 題 解決 能力 を 自分 に 合っ た 進度 で 一 歩 
一 歩 着 実に 高め て い 〈。 こ の 教育 本 来 の 目的 を 
人 工 知能 を 使っ た 知 的 CAI と いう カタ チ で 実 
現し た の が 、 セ が ガ AI コ ンピュータ で す 。 こ れ に 
よっ て 、 eeeihee は 視聴 覚 機器 ) を 使っ 
だ いま まで の 個別 学習 に は 見 られ な い 、 よ り 0 人 間 
PPT 


これ まで の CAT シ ステ ム 
thO 有 HH は 、 あ ら か じゅ め 能力 別に 
" 能 AA 用 意 る きれ だ た プログ ラム の 

中 か ら 、 学 習 す る 側が 選 
択 す る と いう よう に 、 学 習 莉 の 方 が コン ピュ ー タ に 
合わ せな けれ ば な り ま せん で し た 。 で すか ら 、 出題 
され た 間 題 を 鮮 こ うと し て 不正 解 に な り 、 ヒ ント 
を 見 て も わか ら な いと いう よう な こと が 往 々 に 
て あり まし た 。 コ ンピュータ に 和 柔軟 性 が な 〈、 画 
一 的 な ヒン ト し か 出 な いか ら を そう な っ て し まう の 
で す 。 も が ガ が AI コン ピュ ー タ は 、 人 工 知能 言語 
(SEGA PROLOG) を 使う こと に よっ て 、 学 省 
する 個人 の 能力 を ベテラン の 先生 の よう に つか 
み 取 り 、 そ れ に 応じ た カタ チ で 教え る 内 容 や 出 
題 を 、 随 時 、 か つ 自 在 に 変化 させ て いき ます 。 で 
きる 間 題 は どん と どん 高度 に な っ て ゆき 、 で き な い 
問題 は 教え 方 を 変 を な が ら ど こ が わ か ら な いか 
を 徹底 的 に 解明 し 、 確 か な 理解 を 実現 し て い 〈。 
それ が 人 工 知能 (AI) を 使っ だ “能力 別 学習 "で も 


SEGA 


いわ ゆる ペー ジ め く 〈5 型 
thO 有 HH いわ れる 、 従 来 の アド ホッ 
Al ク ・ フ レー ム 型 CAI で は 、 
学習 者 は コン ピュ ー タ の 
間 い か け に 対し 、 あ ら か じ め 決 め ら れ だ フォ ー マ ッ 
ト (形式 ) で て 、 キ ー を 押し て 解答 する だ ご け で し か 
あり ませ ん で し た 。 と ころ が 、 セ ガ AI コ ンピュータ 
で は 、 学 習 す べき テー マ て を 学習 者 が 自分 で 選 
ぶ こ と が で き 、 し か も 普段 し ゃ ざっ て いる 日 常 語 
(自然 言語 ) で シス テム に 入力 する こと が で きま 
す 。 る さらに 、 こ れ ま で の よう に 「 コ ンピュータ が 間 
題 を 出す 」 隊 「 学 習 者 が 答え る 」 了 「 コ ンピュータ 
が 評価 する 」 こ と に 加え 、「 学 習 者 が 質問 する 」 
ye「 コ ンピュータ が 答え る 」 隊 「 そ れ に 対し て また 

学習 者 が 質問 する 」 と いう 双方 向 の 本 当 の 意味 
で の 対話 学習 が 可能 に な り ま し だ 。 こ れ に よっ て 、 
だ と えば 従来 の CAI で は 不可 能 と いわ れ て い 
た 国語 の 長文 読解 訓練 6 で きる よう に な り ま し た 。 


コー スウ ェ ア は 、 こ こま で 発展 し ます 。 


時 代 は 、 ま すま す 個 性 の 多様 化 を 求め 、 
科学 の 進歩 と 共に 個人 の 頭脳 や 力量 、 
創造 力 は 、 一 層 高 度 な も の が 有 要求 され て 
いま す 。 そん な 中 で セガ は 、 す べ て の 人 が 
好き な 時 に 、 好 きなこ と を 、 好 き な と ころ で 、 
自由 に 学ぶ こと が で きる 機会 を 提供 する 、 
開か れ た 教育 シス テム 。 いわ ゆる 生涯 学習 
シス テム を 目指 し 、 特 定 の 科目 分 野 に と 
ら わ れず 、 時 代 に 対応 し た 多角 的 な コ 
ー ス ウェ ア を 開発 中 で す 。 現在 開 発 中 の 
コー スウ ェ ア は 、 す べ て 対話 形式 で 進め 
られ 、 音 声 合 成 機能 な ど を フル に 活用 
し た 、 よ り 人 間 的 な スタ イル の 学習 を 可 
能 に する も の で す 。 いま 、 時 代 は 、 マ ン ・ 
マン ン ・ イ ンタ ダー フェ イス か ら 、 マ ン ・A 1・ 
イン ター フェ イス に 変わ りつ つ あ り ま す 。 


。  ( 槍 CSK 総 合 研究 所 
上 - CRI 一 - 壮 
代表 取締 役 社長 


_ (株 ) エ が: エン ター プラ イ ゼ ス | [ 
「 代表 取締 役 社長 
中 山 隼雄 


ディ スク ・ ド ライ ブ (デー タ ・ ユ ニッ ト ) 
プリ ンタ ー 端 子 ( モ ント ロニ クス 仕様 ) 
RS232C ボ ー ト 


16 bit V20(80188 相 当 ) 
128KB OS SEGA PROLOG 
128 KB 

64 KB 

V9938 解像度 256 メ 212 
SN76489 音楽 合成 ・3 和 音 


8bit cpu ボー ド ( ブ リッ シ ジ ・ ユ ニッ ト ) 


ーー ーー 各種 言語 カー ド 
尚 、 本 仕様 は 予告 な く 変 更 す る こと が あり ます の で 、 ご 了承 下 き い 。 


9600bps 
RGB VIUEU NE 
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metto2-Pon | 竹 必 條 傘 笑 プ エフ ラー プラ ィ ゼ フ 


520 喝 (W)x72 史 (HH)X250 的 (D) 本 社 東京 都 大 田 区 羽田 1-2-12 〒|44 
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